
どんな素敵な秋になるでしょう 
９月に入り、少しずつ吹く風も涼しくなったような感じがします。これから秋が一歩ずつ近づい

てきて、勉強をするにも運動をするにも、ちょうどよい季節になっていきます。今年の秋は、子ど

もたちにとってどんな素敵なことが待っているでしょう。今から楽しみです。 

 

〈読書に親しむ秋〉 

定期的に、お話ポケットの皆さんや

教職員による朝の読み聞かせが行われ

ています。子どもたちは、読書の楽しさ

を味わい、想像力や表現力、そして豊か

な感性を高めています。 

２年生は、自分たちで考えた物語をミニ絵本に仕上げました。４年生はお気に入りの本を紹介す

る帯やポップを作りました。どちらも図書室に展示され、全校生に紹介されています。 

本校の子どもたちが、これからも読書に親しみ、心を豊かにしていける取組を続けていきます。 

 

〈元気もりもりの秋〉 

９月２日（水）の給食には、地元食材の川

俣シャモの唐揚げが出されました。人気の

メニューの一つで、おいしそうにほおばる

姿がどの教室でも見られました。子どもた

ちは、毎日の給食をおいしく食べて、元気も

りもりで学校生活を送っています。 

好き嫌いなく何でも食べて、元気いっぱ

いに体を動かして、５１名の子どもたち全員が、すくすく成長してほしいと願っています。 

 

〈豊かな体験の秋〉 

９月２日（水）。用務員の本田さん（前からりこ館指導員）が講

師になり、１年生の染め物体験が行われました。子どもたちは、

自然素材のもつ色の美しさを味わうとともに、町の伝統産業の素

晴らしさに触れることができました。世界に一つしかない、自分

だけのハンカチを完成させ、目を輝かせていました。どの学年で

も、豊かな体験を通し、子どもたちは成長しています。 

明日（９月４日）は、５，６年生が宿泊学習に出発です。豊か

な体験をたくさんして、素敵な思い出を作ってきてください。 

 

【スクール・サポート・スタッフ】 

９月２日（水）。秋山在住の安部紀美枝さんが、本校のス

クール・サポート・スタッフとして着任しました。３月まで、

校内の消毒やプリント類の印刷、掲示物の作成などの業務を

サポートしていただきます。よろしくお願いいたします。 
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